
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学力向上につながる学びへの意識向
上

○学びの場の整理整頓

○「学びの時間」に主体的に取り組む生徒９
０％以上をめざす
○年間での全生徒の小テスト（プチテスト）の
平均得点率を８５％以上にする
○身の周りの整理・整頓を意識する生徒９０％
以上をめざす

・「学びの時間」の充実に向けた雰囲気づくりと指導体制
の確立に努める
・基礎学力の向上のため、小テストの事後指導の充実と徹
底を図る
・学習する場を整えることの大切さを意識させ、ＨＲ並びに
実習の場などを含め、あらゆる場面での生徒への声かけ
と意識涵養に努める

B

・各クラス担任と副担任２人の計３名で毎朝指導にあたっいることもあ
り、静かな雰囲気の中で「学びの時間」を実施することができている。
・基礎学力の向上のため、これまで１６回の小テストを実施。全体の平
均得点率が８８％（１７..６点）と目標値を上回っている。しかし、７０％未
満の得点者が多いため、事後指導を強化し基礎学力の向上に努め
る。
・身の回りの整理整頓については、今後とも声をかけながら継続した
指導を行い、意識涵養に努める。

A

・９３.６％が「学びの時間」に主体的に取り組んだと回答し、「学びの時間」を
前向きに捉える生徒からの声も聞かれた。
・基礎学力の向上に向け、年間２８回のプチテストを実施したが、クラス間で
競い合う雰囲気が醸成されつつある。平均得点は1年生８２.０点、２年生８９.
４点、３年生９０.１点であり、全体平均得点率は８７.５％と目標８５.０％以上
は達成できた。
・Classiの活用が職員によって差があるため、効果的な活用方法について職
員研修を実施する必要がある。
・身の回りの整理整頓については、８９.４％が意識していた。目標とする９
０％以上には至らなかったが、全体的に清掃活動を積極的に行い、身の回
りを整理する意識が芽生えている。

A

・数値目標を上回っており評価できる。
・掃除に力を入れ、身の回りを整理する意識が芽生え
ていることは評価ができる。

○職員の授業力の向上
　　（わかる授業の実践）

○生徒のアンケートで、授業満足の割合を８
５％以上をめざす

○「わかる授業づくり」を意識する職員９０％以
上をめざす

・落ち着いた雰囲気を保ち授業を実施する
・授業公開週間を設定し、参考となる点や課題、生徒の様
子等の情報共有を行い、全体的な授業力の向上につなげ
る
・各種研修会への積極的な参加と、職員相互の授業研究
を推進する

B

・担任・教科担当・教育相談との情報共有をしながら指導にあたってい
る。現在、落ち着いた雰囲気で授業ができている。
・授業研究週間を２回実施。良い刺激となっている。今後も実施しなが
ら、生徒にわかる授業を意識し、授業力向上につながるように努める。 A

・学校全体として初任者や若手教員の指導力向上の支援をする雰囲気がで
きている。
・全職員が「わかる授業の授業実践」に心がけ、年２回授業研究週間を実施
し、他の職員の授業を見学したり助言をもらいながら指導力向上に努めた。
・今後、教員のICT機器活用の研修会も実施し、わかる授業の実践に向けさ
らにスキルアップに努める。

A

・先生方が「わかる授業実践」に向け取り組まれてい
ることは、生徒の学習意欲や自信に繋がっていると感
じる。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○他者への「思いやり」や「優しさ」に配慮した
言動をとる生徒９０％以上をめざす

・日々のHR活動や実習等を通し、命の大切さへの理解と、
他者との関わり方に向けた体験活動や指導を充実させる
・全校ボランティアや異年齢交流や人権・同和教育に関す
る講演並びにHR等をとおして、充実を図る A

・奉仕活動や実習等を通して、命の大切さや他者への「思いやり」「や
さしさ」を育んでいる。
・小学生や保育園児の動物ふれあい交流を実施し、情操教育に努め
ている。
・他者へ配慮した言動をとることができるよう、更に生徒への意識付け
に努める。

A

・動植物が教材の農業高校の強みを生かし、命の大切さや他者への「思い
やり」「やさしさ」を育んでいる。
・校内外でのボランティア活動や奉仕活動、異年齢との交流活動についても
積極的に取り組んだ。
・他者への「思いやり」や「優しさ」に配慮した行動ができたと９４.７％の生徒
が回答しており、確実に醸成されている。

A

・農業高校の教育にも効果があり、豊かな心を育成。
その強みを生かし引き続きり心の教育に努めてもらい
たい。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめは、「絶対に許されない」、「見逃さな
い」という意識を持つ生徒１００％をめざす

・兆候を見逃さず各学期始めに個人面談や定期的なアン
ケートを実施することにより、早期発見と早期対応に努め
る
・積極的ないじめ認知に努める
・「いじめ防止の標語づくり」と校内への掲示
・生徒が相談しやすい関係づくりに努め、いじめ事案に対
する組織的な対応の徹底を図る

A

・アンケート調査や面談週間等を実施して、いじめの未然予防や早期
発見に努めている。
・いじめについて、校内職員研修を実施し、いじめに対しての認識と対
応についてのスキルアップに取り組んだ。
・今後もいじめ防止についての標語づくりや生徒が相談しやす関係づく
りに努めていく。
・未然予防、早期発見、迅速な対応に努める。

A

・いじめについて、「絶対ゆるさない」と思っている生徒９８.５％であり、１０
０％とは至らなかった。
・毎朝、朝礼後に学年の打ち合わせ実施し、生徒の情報共有、把握に努め
た。
・生徒が相談しやす雰囲気づくりに努め、生徒たちの声にしっかり耳を傾け、
相談に乗っている。
・生徒と職員との信頼関係が築けていることもあり、いじめの早期発見にも
つながった。

A

・いじめについて「絶対許さない」という教育は大切で
ある。今後も継続した教育をお願いしたい。

●健康・体つくり

❹「安全に関する資質・能力の育成」
○農業実習や部活動等での生活事故の前年
比半減、登下校時の交通事故０（ゼロ）をめざ
す

・生活事故防止に向けた研修会等を実施し、生徒・職員の
安全確保に向けた意識を高める
・自転車マナーの向上と交通事故防止に向け、登下校時
の安全指導と交通講話等の充実を図る

B

・生徒の下校中の交通事故１件（自転車×自動車）、
・体育や実習等での打撲、捻挫、擦り傷等で保健室に来る生徒が多
い。特に、部活動中でのケガが多い。
・職員の生活事故２件も発生しており、さらに安全に関する注意喚起に
努める。
・交通安全教室の研修会も実施した。
・日々の生活での事故防止を含めて、引き続き指導の徹底に努める。

B

・校内施設・設備について、２か月に１回定期的に安全点検を実施し、安心
安全な教育活動が取り組めるように努めた。
・学校生活・活動において、打撲、捻挫、擦り傷等で保健室に来る生徒が多
く、災害共済給付申請は昨年度より継続を含め３２件であった。そのうち２３
件が、部活動中でのケガである。（昨年度は２９件）
・安全面への意識の醸成と事故防止につながる体力づくりやトレーニング等
も必要である。

B

・事故は突発性のもので防ぐことが難しい面もあるが、
今後も継続して事故の未然防止に向けた取り組みに
努めてほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・定期退勤日の設定(水曜日）と呼びかけ
・部活動休養日（２日間）の設定
・部活動顧問を複数人体制をとり、交替で休養をとるよう
に呼びかける
・出退勤管理システムを活用した、自らの働き方振り返り
と見直し（効率化、時間外削減）を、さらに推進する

C

・時間外勤務時間が、月80時間超の職員が数名いるため、改善に向
けた対策を取っていく必要がある。
・毎週水曜日を定時退勤日と設定しているが、生徒の指導等もあり、
定着できていない。
・定期考査の午後には極力会議や研修等をしないようにし、年休を取
得しゆっくりできる時間を確保できるように努めている。

C

・年休取得の平均は１２.１日であった。１４日以上取得している職員は全体
の３４.３％であり、さらに取得促進の意識改革はもちろん業務等の見直しが
必要である。
・時間外在校等時間については、平均２８時間５０分で、昨年度の３０時間２
５分より若干減った。しかし、上限を超過している職員が毎月おり、粘り強く
声かけをしていく必要がある。

C

・働き方改革は難しい面もあるが、上限を超えている
職員の時間を減らすように、業務改善等を行ってもら
いたい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基本的生活習慣の確立
並びに「マナーとコミュニ
ケーション能力」の向上

○明るく・爽やかな挨拶の実践と生活マ
ナー（身だしなみ・礼儀など）の向上

○コミュニケーション能力の向上

○身だしなみを整え、自ら主体的に挨拶ができ
る生徒９０％以上をめざす

○挨拶や礼儀マナー、他者との関わり方が上
達したと感じる職員９０％以上をめざす

・生徒への積極的な声かけや関わりを通して、生徒・職員
間の関係づくりに努める
・ＨＲや授業で、時間やルールの順守と挨拶や身だしなみ
の大切さを繰り返し伝える
・さまざまな活動や場面を通して、「伝える力・聴く力・相手
の思いを読み解く力」の育成に務める

B

・時間については、良く守れている。これまでの体育館での学校行事
や全校集会等も５分前には集合完了している。また、休み時間に実習
服に更衣後、圃場まで走って移動するなど、時間を意識した行動がと
れている。
・挨拶については、自主的な挨拶をする生徒数が増えつつある。しか
し、立ち止まり静止しての挨拶までにはいたってない。
・今後も声をかけながら指導を継続していく。

A

・立ち止まって挨拶をする生徒は全体の３割程度だと感じるが、自ら主体的
に挨拶ができたとする生徒は９５.３％であった。来校者からも「元気な挨拶を
してくれる」、「よく挨拶してくれるから気持ちいい」などの声も聞かれた。
・生活マナーや礼儀についても日々心がけて生活ができた生徒は９２.７％で
あった。
・授業等の開始時刻を守る点については、日頃から時間を意識して生活を
送れている。

A

・挨拶はよくできていると感じている。

◎佐賀への誇りと期待を胸に、高い志を
持って地域に関わっていこうとする教育
活動

○「佐賀に誇りを持ち、地域に関わっていこうと
する」生徒９０％以上をめざす
○県内就職率７０％以上をめざす

・地域と連携する活動や交流活動を実施する
・地域をテーマとするフィールドワークや探究活動を充実さ
せる
・県内企業説明会への参加と県内事業所を招聘しての進
路ガイダンス（複数回）を実施する B

・地域の方とともに駅周辺の清掃活動や地域活性化に向けた学習会
等に積極的に参加し、意欲的に取り組んでいる。
・総合的な探究では、地域を知ろうと、各グループに分かれフィールド
ワークに意欲的に取り組んでいた。
・県内の企業の方を招き、進路ガイダンスや進路講話等を実施し、進
路意識向上に努めている。
・今後、講演会を開催し、さらに佐賀に誇りを持たせる活動に努めてい
く。

A

・探究活動、地域との関わりや連携の取り組みを大切にした。
・佐賀に誇りを持つ生徒は７５.１％であった。佐賀に誇りを持つまでは至って
ないなくても地域に貢献したいという思う生徒が多い。
・県内企業説明会への積極的な参加や県内の事業者の方を招き会社説明
を実施し、県内企業について知ることができた。
・就職については、就職内定者は７０名。うち県内就職は５２名となり、県内
就職率は７４.３％であった。

A

・地域への強い思いを持っている生徒が多く、地元へ
の定着率が高いのことは評価ができる。

★グローカルな学びの推進
「地域農業を課題とする探究活動」並び
に「コミュニケーションツールとしての英
語力向上」を柱とする取組

○各学科での特色ある取組の推進

○各学科での資格取得の推進と進路指
導の充実

○様々な教育活動の情報発信に努める

★自分の学校を中学生に進めることができる生徒
の割合９０％以上、教職員の割合１００％をめざす
○地域の課題を踏まえた探究活動やプロジェクト研
究活動に意欲的に取り組む生徒６０％以上をめざ
す
○積極的に英語でコミュニケーションをとろうとする
生徒６０％以上をめざす
○各学科の専門学習へ興味関心をもって取り組む
生徒９０％以上をめざす
○資格取得者数の延べ６００人以上をめざす
○県内外の優良企業への就職者の増、官公庁へ２
０名以上の就職、国立大学への合格者をめざす
○生徒の出身中学校や保護者へ学校だより月１回
以上の発行をめざす

・１年次「総探」の個人研究を足掛かりに、２年、３年次の
「課研」の充実につなげる
・英語の授業充実に加え、留学生、ＡＬＴ等との交流、学校
交流、語学研修等にも積極的に取り組む
・「スマート農業・地域連携での新商品開発・ドローンや３D
測量解析の活用」等、各学科の特色ある取組の充実発展
を図る
・資格取得指導の充実に向けて、指導体制の強化と担当
者の指導力向上を図る
・出口指導の確立に向けて、職員の意識向上を柱に、各
学科・３学年・進路指導部の連携強化、そして進路検討会
の充実を図る
・細目に記録し、最新情報掲載に努める

B

・地域や関係機関との連携した活動に各科とも取り組み、専門教育の
充実に努めている。
・生産実習や加工実習で自分たちが作った農作物や加工食品等の販
売活動にも意欲的に取り組んでいる。
・英語の授業以外で、校外で英語でのコミュニケーションをとる研修を
実施している。
・就職については、就職希望者７０名全員が内定をしている。うち県内
５２名、県外１８名となった。官公庁については、１５名が内定。進学希
望者については佐賀大学に２名の合格をはじめ、４５名が合格するこ
とができた。
・資格取得については、今後も引き続き、１つでも多くの資格を取得で
きるよう努めていく。
・「佐農だより」を月１回発行し、本校生徒の活動様子や魅力等を発信
している。

A

・生徒の９２.１％が、興味関心をもって専門学習に取り組んでいる。特に、生
産実習や加工実習で自分たちが作った農作物や加工食品等の販売活動に
も意欲的で取り組み、地域の方々とふれあいに喜びを感じている。
・地域の課題を踏まえた探究活動やプロジェクト研究活動に意欲的に取り組
んでいると約９０％の生徒が回答した。今後さらに地域農業とのつながりを
深めた研究活動に取り組んで行く必要がある。
・ネイティブスピーカーとの交流を行う国内研修を２回実施し、積極的に語学
力向上に取り組んだ。今後ともコミュニケーションツールとして、英語で話す
機会をもっと多く設定していくことが必要である。
・グローバルな視野を広げるため、オーストラリアでの海外農業研修にも本
校より４名が参加した。
・就職については、就職内定者７０名。うち県内５２名、県外１８名となった。
官公庁については、１５名が内定。進学希望者については佐賀大学に２名
の合格をはじめ、４５名が合格することができた。
・資格取得者については、延べ５９８人が取得し、昨年度より２名少なかっ
た。
・「佐農だより」を月１回発行し、本校生徒の活動様子や魅力等を発信するこ
とができた。

A

・生徒たちが専門教育に興味をもって学習しているこ
とは評価できる。
・特に地域との連携活動でも意欲的に取り組んでも
らって、大変感謝している。今後も続けて行ってもらい
たい。
・官公庁への就職は、魅力的である引き続き指導の充
実に努めてもらいたい。
・学校のPR等の魅力や情報発信では、SNSをもっと活
用した方がいい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

○魅力ある学校・学科づく
り

　本年度は次のような点において評価できる。○国立大学２名の合格者を含め１６年連続生徒希望進路実現１００％を達成できた。○公務員の合格者は延べ５６人で、実就業者人数１９名となった。○今年度は体育祭や文化祭、卒業式などすべての学校行事が通常開催をすることができ、生徒も充実した学校生活を送ることができた。○生徒会活動や農業クラブ活動等、
自ら主体的な取り組みができてきた。○専門の学習活動を通して、多くの生徒が他者への「思いやり」や「やさしさ」を身につけることができている。○生徒が相談しやすい環境や相談体制ができつつある。○来校者から「元気な挨拶」、「よく挨拶をしてくれる」という声が聞かれ、挨拶や礼儀等が定着しつつある。○各科の専門性を活かした特徴ある取り組みができており、
引き続き発展・充実をさせたい。○約９１％以上の生徒が「本校に入学して良かった」と思っており、充実した学校生活を送れている。
　その一方で、次のような点が課題である。○ClassiやＩＣＴの効果的な活用方法等についての職員研修。○職員の働き改革に向けた業務等の見直しと意識改革。○学校の魅力発信やＰＲをＨＰや学校だよりだけでなく、ＳＮＳなどを活用した新たな対策など。
　今後、課題が残るところは工夫・改善を図り、引き続き地域から愛される、魅力ある佐賀農業高校づくりに取り組みたい。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

３　本年度の重点目標

学校名 佐賀県立佐賀農業高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

〇基本的生活習慣の確立と生活マナー等の向上については、アンケートの結果から見ても多くの生徒が意識をもって学校生活を送ることができているようである。今後も、さらに他者への思いやりの心を持ち、自主的な取り組みができるように指導・支援に努めていく必要がある。

〇学校・学科の魅力づくりについては、アンケートの結果から全体の9割近くの生徒たちが本校での学習に満足しているようである。今後も専門性を活かし、地域との連携を図りながら、グローカルな人材の育成や部活動の活発化などの取り組みを充実させていく必要がある。

〇業務改善・働き方改革の推進については、時間外勤務の縮減に向けて職員一人ひとりが意識することが必要である。特に、部活動の指導での超過勤務となってしまうことが多いようなので、指導体制の改善を図り、声をかけながら職員の意識改革に努める必要がある。

教育理念：「農は国の基」　　校　訓：「質実剛健、明浄真正」

教育目標：「農業の専門教育を柱とし、さまざまな教育活動をとおして、地域社会に貢献できる有為な人材を育成する。」

スローガン：「汗をかき　人と和して　己を磨く」　～地域に根ざすグローカル人材の育成をめざして～

（１）「爽やかな挨拶」の実践と「生活マナー・コミュニケーション能力」の向上に努める。

（２）学び合う学舎、学びたい学舎をめざし、「学校・学科の魅力づくり」を推進する。


